
課
題
と
解
決
方
法
を
共
有
す
る
勉
強
会
の
参
加
者
ら

(大阪市中央区鑓屋町2の 2の 4)

奥脇 学社長

情報共有を促進
同
社
は
福
祉
施
設
の
課
題
解
決

の
方
法
を
探

っ
た
り
、
共
有
し
た

り
す
る
場
と
し
て
、
障
害

の
当
事

者
や
保
護
者
、
支
援
者
ら
と
と
も

に
勉
強
会
を
重
ね
、
活
動
内
容
を

フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
で
公
開
し
て
い

る
。例

え
ば
、
福
祉
施
設
が
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
書

類
の
作
成
は
、
利
用
者
任
よ

っ
て

作
成
期
限
が
異
な
る
。
期
限
に
気

付
か
ず
に
利
用
者
が
不
利
益
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
利

用
者
が
家
や
他

の
施
設
で
過

ご
し

て
い
る
際
の
様
子
は
把
握
が
困
難

で
、
同
じ
施
設
の
職
員
で
も
利
用

者
情
報
の
精
度
に
差
が
あ
る
。

同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ト

ッ
プ
画

面
に
手
続
き
の
期
限
が
近
づ
い
て

い
る
利
用
者
の
情
報
を
表
示
す
る

こ
と
で
期
限
対
策
を
実
施
。
シ
ス

テ
ム
管
理
に
よ

っ
て
利
用
者
情
報

を
職
員
間
で
共
有
し
、
家
族
と
施

設
の
間
で
も
共
有
可
能
と
し
た
。

同
社
が
以
前
に
開
発
し
た
障
害

の
あ
る
人

の
た
め

の

「
サ
ポ
ー
ト

ブ

ッ
ク
」
を
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上

で
作
成

・
共
有
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

「
う
ぇ
ぶ
サ
ポ
」
の
機
能
を
向
上
。

家
庭
と
施
設
の
双
方
で
、
利
用
者

の
様
子
や
障
害
の
症
状
が
変
化
し

て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る

の

が
狙
い
だ
。

福
祉
施
設
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
は
現
在
、
４
施
設
で
運
用
さ
れ

一

て
お
り
、
新
た
に
訪
間
介
護
向
け

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
管
理
シ
ス
テ
ム

も
開
発
中
だ
。

（木
下
功
）

奥進システム

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使

っ
た
シ

ス
テ
ム
開
発
を
手
掛
け
る

「
奥
進

シ
ス
テ
ム
」
は
障
害
者
支
援
な
ど

を
行
う
社
会
福
祉
施
設
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発

・
普
及

を
進
め
て
い
る
。

障
害
者
支
援
施
設
の
在
所
者
数

の
増

加

に
職

員
数

が
追

い
付

か

ず
、
福
祉

の
現
場
で
人
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、

「
（職
員
が
）

事
務
作
業
に
忙
殺
さ
れ
る

の
で
は

な
く
、
人
と
の
触
れ
合
い
に
時
間

を
費
や
し
て
ほ
し
い
」

（奥
脇
学

社
長
）
と
の
思
い
で
、
開
発
に
取

り
組
ん
で
き
た
。


